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社会で活躍できる歯科医療人をめざして西本智実さん指揮 「桜コンサート」 盛大に
承
徳
医
学
院 

盛
婉
玉
党
委
書
記
一
行
が
来
学

人
材
育
成
や
専
門
家
の
往
来
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
交
流
を
期
待

環
境
美
化
や
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り
県
民
会
議
か
ら
表
彰

　

承
徳
医
学
院
は
中
国
の
首
都
北
京
市
を

囲
む
河
北
省
の
北
東
部
、
承
徳
市
に
あ
る

１
９
４
５
年
創
立
の
公
立
医
療
大
学
で
あ

る
。
承
徳
市
は
そ
の
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た

盆
地
に
位
置
し
、
環
境
は
本
学
所
在
地
の
塩

尻
市
に
類
似
し
て
い
る
。
南
側
の
急
峻
な

山
々
に
は
明
代
に
修
築
さ
れ
た
万
里
の
長
城

が
隔
て
、
北
へ
２
０
０
㎞
ほ
ど
進
む
と
モ
ン

ゴ
ル
大
草
原
が
広
が
る
地
で
は
、
歴
史
上
漢

民
族
と
北
方
騎
馬
民
族
が
争
奪
を
繰
り
返
し

た
。
中
国
最
後
の
王
朝
で
あ
る
清
王
朝
年
間

（
１
６
４
４
～
１
９
１
２
年
）
に
は
歴
代
皇

帝
が
避
暑
に
訪
れ
、
市
内
に
は
現
在
も
多
く

の
歴
史
的
建
造
物
が
残
っ
て
い
る
。

　

１
９
８
３
年
に
本
学
創
立
者
、
矢
ヶ
﨑 

康
博
士
が
中
国
河
北
省
を
訪
問
し
、
当
時

の
河
北
省
衛
生
庁
（
現
河

北
省
衛
生
健
康
委
員
会
）

の
傳

フ
ゥ
ダ
ァ
ウ
ェ
イ

大
為
庁
長
と
友
好

協
力
協
定
書
を
締
結
。
翌

１
９
８
４
年
か
ら
本
年
ま

で
に
河
北
省
の
歯
科
医
師

70
人
を
研
修
生
と
し
て
受

入
れ
て
き
た
が
、
そ
の
う

ち
９
人
が
承
徳
市
か
ら
の

派
遣
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
に
は
承
徳
医

学
院
臨
床
学
院
に
口
腔
医
学
の
専
門

学
部
が
新
設
さ
れ
、
歯
科
医
師
の
養

成
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
歯
科
医
師

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
の
協
力
関

係
強
化
が
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
今

回
、
協
定
書
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

一
行
は
大
学
到
着
後
、
矢
ヶ
﨑 

雅
理
事
長
、
矢
ヶ
﨑
良
子
法
人
本
部

長
、
矢
ヶ
﨑
怜
央
法
人
主
事
、
宇
田

川
信
之
歯
学
部
長
の
歓
迎
を
受
け
、

記
念
撮
影
後
、 

場
所
を
学
長
室
に
移

し
川
原
一
祐
学
長
と
面
談
し
た
。
川

原
学
長
か
ら
は
「
両
国
人
民
が
手
を

携
え
共
に
発
展
し
て
ゆ
く
関
係
を
永

遠
に
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
幼
少
時
代
を
中

国
東
北
部
佳ジ

ャ
ム
ス

木
斯
で
過
ご
し
た
盛
書

記
の
母
親
は
佳
木
斯
医
学
院
の
１
期

生
で
、
医
学
院
設
立
に
は
川
原
学
長

の
父
親
が
携
わ
っ
た
と
い
う
希
代
縁

も
あ
り
話
に
花
が
咲
い
た
。

　

そ
の
後
一
行
は
創
立
30
年
記
念
棟

会
見
室
に
移
動
し
、
矢
ヶ
﨑
理
事
長

ほ
か
本
学
役
員
と
会
談
し
た
。
矢
ヶ

﨑
理
事
長
は
歓
迎
の
挨
拶
で
、
創
立

者
、
矢
ヶ
﨑
博
士
が
本
学
を
開
学
す

る
に
至
っ
た
経
緯
や
苦
難
の
歴
史
、

ま
た
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
河
北

省
医
療
関
係
者
と
の
友
好
交
流
に
言

及
し
、
こ
の
度
結
ん
だ
協
力
関
係
が

両
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
。
盛
書
記
は
矢
ヶ
﨑
理
事
長

の
言
葉
に
感
動
し
、
用
意
し
て
あ
っ

た
挨
拶
原
稿
に
は
目
を
通
さ
ず
ご
自

身
の
言
葉
で
感
謝
を
述
べ
た
。
そ
し

て
矢
ヶ
﨑
博
士
が
１
９
８
３
年
に
河

北
省
を
訪
問
し
た
際
に
衛
生
部
門
担

当
で
橋
渡
し
を
し
た
馬マ

明ミ
ン
チ
ィ奇
氏
が
そ

の
後
、
承
徳
医
学
院
の
党
委
書
記
を

務
め
た
事
に
言
及
し
、
本
学
と
承
徳

医
学
院
に
は
深
い
縁
が
あ
る
と
話
し

た
。
ま
た
、
設
立
か
ら
５
年
目
を
迎

え
る
口
腔
医
学
部
は
「
松
本
歯
科
大

学
か
ら
教
育
シ
ス
テ
ム
を
始
め
多
く

を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

し
、
人
材
育
成
や
専
門
家
の
往
来
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
交
流
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　

会
談
後
一
行
は
宇
田
川
歯
学
部
長

の
案
内
で
、
実
習
館
、
ハ
イ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
キ
ャ
ン
パ
ス
イ

ン
を
見
学
し
、
翌
５
日
（
水
）
は
病

院
を
見
学
し
た
。
承
徳
医
学
院
附
属

医
院
の
口
腔
科
で
主
任
を
務
め
る
霍

峰
教
授
は
、「
松
本
歯
科
大
学
の
教

育
・
臨
床
施
設
は
全
て
利
用
す
る
人

を
中
心
に
考
え
設
計
さ
れ
て
い
る
。

施
設
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
は
中
国
も
遜

色
無
い
が
、
細
部
ま
で
考
え
ら
れ
て

い
る
設
計
は
我
々
も
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
感
想
を
述
べ
、「
そ

の
た
め
に
私
の
在
籍
す
る
口
腔
外
科

医
局
か
ら
優
秀
な
蘭ラ

ン

玲リ
ン
リ莉

歯
科
医
師

を
松
本
歯
科
大
学
大
学
院
に
派
遣
す

る
決
定
を
し
た
」
と
話
し
た
。
蘭
医

師
は
本
年
４
月
よ
り
本
学
大
学
院
に

入
学
し
て
お
り
、
博
士
学
位
取
得
の

た
め
に
研
鑽
し
て
い
る
。

　

一
行
は
５
日
間
の
日
程
を
終
え
７

日
（
金
）、
帰
国
の
途
に
就
い
た
。

今
後
の
更
な
る
交
流
活
動
が
期
待
さ

れ
る
。

（
法
人
（
対
外
交
流
関
係
室
）　

副
主
幹　

酒
井
康
成
）

創立者矢ヶ﨑 康先生像の前で記念撮影をする３人

県民会議の鵜飼会長から表彰状を授与される廣瀬事務局長（右）

川原学長（左から 2 人目）に記念品を贈る盛党委書記（右から２人目）

　

中
国
河
北
省
の
承
徳
医
学
院
よ
り
盛

シ
ョ
ン
ワ
ン
ユ
ィ

婉
玉
党
委
書
記
、
霍フ

オ

峰フ
ォ
ン

口
腔
科
主
任
、
于ユ

ィ 

淑シ
ュ
ゥ
ホ
ァ華
党
政
弁
公
室
主
任
の
一
行
３
人
が
６
月
４
日
（
火
）、
本
学
を
表
敬
訪
問
し
た
。

承
徳
医
学
院
は
本
学
と
本
年
１
月
14
日
（
日
）
に
「
学
術
交
流
・
友
好
協
力
協
定
書
」

を
締
結
し
て
お
り
、
今
回
の
訪
問
は
協
定
書
締
結
後
初
め
て
の
人
員
交
流
と
な
っ
た
。

　

本
学
は
、
長
年
に
わ
た
り
環
境
保

全
・
美
化
・
教
育
活
動
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
信
州
豊
か
な
環
境
づ
く
り

県
民
会
議
よ
り
表
彰
を
受
け
た
。
５

月
22
日
（
水
）
に
長
野
市
内
に
お
い

て
表
彰
式
が
開
か
れ
、
本
学
の
廣
瀬

國
基
事
務
局
長
が
出
席
し
、
県
民
会

議
の
鵜
飼
照
喜
会
長
か
ら
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
た
。

　

同
表
彰
は
、
環
境
美
化
、
自
然
保

護
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
活
動

と
そ
れ
ら
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
、
特
に
他
の
模
範
と
な

り
、
そ
の
業
績
が
顕
著
な
団
体
ま
た

は
個
人
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
今

回
、
本
学
は
塩
尻
商
工
会
議
所
の
推

薦
さ
れ
、
選
ば
れ
た
。

　

本
学
は
開
学
以
来
、
創
立
者
・
矢

ヶ
崎 

康
博
士
の
「
世
界
の
先
進
国

の
大
学
の
よ
う
に
、
緑
の
学
園
の
中

で
学
生
や
研
究
者
を
学
ば
せ
た
い
」

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
体
化
し
、

23
万
㎡
に
も
及
ぶ
広
大
な
敷
地
内
に

多
く
の
樹
木
や
季
節
に
応
じ
た
花
々

を
植
栽
し
て
環
境
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
校
舎
や
病
院
、
学
生

寮
な
ど
施
設
の
拡
充
に
合
わ
せ
て
桜

を
増
や
し
、
現
在
は
約
１
０
０
０
本

の
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
８
５
０
本
、

八
重
桜
１
５
０
本
）
が
楽
し
め
る
。

開
放
的
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
地
域
住

民
の
憩
い
の
場
所
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
11
月
に
屋

外
駐
車
場
の
一
部
を
改
修
し
、
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
屋
根
に
設
置

し
た
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
」

を
完
成
さ
せ
た
。
５
０
６
台
分
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
屋
根
の
上
部
に

２
９
６
０
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

取
り
付
け
た
こ
と
に
よ
り
、
年
間

１
７
７
万
１
５
１
８
Ｋ
Ｗ
ｈ
の
電
力

が
得
ら
れ
、
大
学
の
年
間
消
費
電
力

の
約
30
％
を
補
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
。
大
学
全
体
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
26
％
削
抑
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
、
環
境
省
の
「
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

ポ
ー
ト
等
の
新
た
な
自
家
消
費
型
太

陽
光
の
導
入
支
援
事
業
に
関
す
る
優

良
事
例
」
に
認
定
さ
れ
、
同
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
、
こ
れ
以
前
に
も
消
費

電
力
削
減
に
努
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ

の
切
り
替
え
や
電
気
室
の
変
圧
器
の

更
新
な
ど
、
消
費
電
力
を
削

減
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
て
２
０
１
５

年
に
は
関
東
経
済
産
業
局
長

表
彰
を
受
け
た
。
環
境
に
配

慮
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

も
注
目
し
、
ハ
イ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
壁
面
へ
の
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
設
置
や
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
の
た
め
の
充
電
ス

タ
ン
ド
の
設
置
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
環
境
美
化

や
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
・
活
用
な
ど

の
実
績
に
よ
り
、
今
回
の
表
彰
と
な

っ
た
。県
民
会
議
の
鵜
飼
会
長
は「
貴

学
の
地
域
に
根
ざ
し
た
地
道
な
実
践

活
動
が
信
州
の
豊
か
な
自
然
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
そ
の
功
績
を

称
え
、
廣
瀬
事
務
局
長
は
「
表
彰
を

機
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
環
境
美
化
や

省
エ
ネ
に
力
を
入
れ
、
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
た

い
」
と
話
し
た
。

中国 承徳医学院と 「学術交流・友好協力協定書」 締結



　

今
月
号
は
『
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
』
7
月
5
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯

島 

勲
」
よ
り
、
岸
田
文
雄
首
相
の
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ

ア
イ
訪
問
に
つ
い
て
の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

御霊とご遺族に感謝
立派な歯科医師になることを誓う

第48回解剖諸霊位慰霊祭

　

６
月
８
日
（
土
）
本
館
７
階
講
堂

に
て
第
48
回
解
剖
諸
霊
位
慰
霊
祭
が

厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
７
３
年
か
ら
開
始
さ
れ
た

解
剖
学
実
習
は
51
年
間
継
続
し
て
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に

１
１
９
５
人
の
方
々
が
本
学
の
歯
科

医
学
教
育
の
た
め
に
ご
献
体
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
祭
壇
に
は
昨

年
度
の
解
剖
学
実
習
で
学
生
た
ち
が

人
体
の
構
造
と
機
能
を
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
13
柱
の
御
霊
が
祀
ら
れ

ま
し
た
。
ご
遺
族
並
び
に
関
係
者
、

大
学
役
員
、
教
職
員
、
１
年
生
か
ら

３
年
生
の
学
生
が
参
列
す
る
中
、
大

須
賀
直
人
学
生
部
長
に
よ
る
司
会
進

行
の
下
、
曹
洞
宗 

寶
松
山 

西
福
寺

ご
導
師
衆
の
読
経
と
共
に
中
村
浩
彰

学
長
補
佐
に
よ
り
、
ご
献
体
く
だ
さ

っ
た
御
霊
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
向

け
た
感
謝
と
哀
悼
の
意
が
込
め
ら
れ

た
祭
文
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
学
生
を
代
表
し
第
３
学
年
木
ノ
島 

旺
君
が
解
剖
学
実
習
を
通
じ
て
の
学

び
、
見
返
り
の
な
い
愛
情
を
注
い
で

く
だ
さ
っ
た
故
人
な
ら
び
に
ご
家
族

や
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
篤
志
に
応
え

る
た
め
に
、
医
療
へ
の
道
を
歩
む
も

の
と
し
て
勉
学
に
努
力
研
鑽
し
立
派

な
歯
科
医
師
と
な
る
誓
い
と
感
謝
の

気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
解

剖
学
、
組
織
学
、
病
理
学
な
ど
教
職

員
を
代
表
し
、
私
が
、
本
学
に
お
け

る
解
剖
学
を
は
じ
め
と
す
る
歯
科
医

学
教
育
が
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
支
援
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
や

長
年
に
わ
た
り
継
続
し
た
解
剖
学
実

習
が
展
開
で
き
た
こ
と
へ
の
深
い
謝

意
に
加
え
て
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

歯
科
医
師
の
養
成
に
今
後
も
尽
力
す

る
決
意
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
式
典
終
了
後
、
ご
遺
族
が

待
機
さ
れ
る
控
室
で
ご
遺
骨
返
還
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
担
当
し
た
学

生
が
感
謝
の
気
持
ち
を
自
身
の
言
葉

で
伝
え
、
お
世
話
に
な
っ
た
故
人
の

ご
遺
骨
を
返
還
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
遺
族
か
ら
「
頑
張
っ
て
よ

い
歯
科
医
師
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち

も
身
が
引
き
締
ま
る
気
持
ち
で
ご
遺

族
の
思
い
を
受
け
留
め
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
大
学
墓
地
に
移
動
し
、
納

骨
式
も
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
参
列
さ

れ
た
ご
遺
族
か
ら
は
担
当
し
た
学
生

た
ち
と
対
面
し
、
声
が
直
接
聞
け
て

感
激
し
た
と
の
声
も
頂
き
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
の
大
学
行
事
を
通
じ
、
学

生
た
ち
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
の
篤

志
と
大
き
な
支
え
を
改
め
て
感
じ
、

こ
の
経
験
が
大
き
な
成
長
を
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

（
解
剖
学
講
座　

教
授　

金
銅
英
二
）

鷹
股
哲
也
特
任
教
授
が
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
講
演

五
輪
育
成
選
手
に
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
重
要
性
説
く

　

長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
デ
ン
テ
ィ
ス
ト

協
議
会
会
長
を
務
め
る
鷹
股
哲
也
特

任
教
授
は
５
月
21
日
（
火
）、
未
来

の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

を
育
成
す
る
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
「
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
長
野
市

の
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ
に
お
い
て
中
学

生
の
育
成
選
手
14
人
と
そ
の
保
護
者

に
向
け
て
講
演
し
た
。

　
「
顎
・
歯
・
口
の
ス
ポ
ー
ツ
時
の

ケ
ガ
予
防
と
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
効

果
」
と
題
し
た
講
演
で
、
最
初
に
噛

み
合
わ
せ
と
運
動
能
力
と
の
関
係
に

つ
い
て
解
説
し
た
。
中
学
生
の
定
期

健
康
診
断
で
得
た
デ
ー
タ
と
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
（
文
部
科
学
省
基
準
）
の

結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
咬
合

力
の
高
い
生
徒
は
全
般
に
運
動
能
力

が
高
い
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。「
上
下
の
歯
の
正
し
い
噛
み
合

わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
姿
勢
で

あ
る
直
立
時
や
動
き
の
中
で
の
平
衡

バ
ラ
ン
ス
に
極
め
て
重
要
」と
話
し
、

結
論
と
し
て
「
日
々
の
食
事
で
し
っ

か
り
噛
め
る
健
康
的
な
口
の
状
態
を

維
持
・
管
理
す
る
こ
と
は
、
身
体
と

運
動
機
能
に
関
与
す
る
」と
説
い
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
顎
や

口
の
ケ
ガ
の
症
例
を
示
し
、
マ
ウ
ス

ガ
ー
ド
の
衝
撃
吸
収
性
と
装
着
効

果
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
マ
ウ
ス

ガ
ー
ド
は
運
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

上
げ
る
た
め
の
口
腔
内
装
置
で
は
な

い
が
、
歯
や
口
腔
軟
組
織
、
顎
骨
・

顎
関
節
の
傷
害
や
頭
頚
部
損
傷
な
ど

を
防
止
し
、
自
傷
だ
け
で
な
く
他
傷

も
防
ぐ
。そ
の
安
心
感
か
ら
、ス
ポ
ー

ツ
に
集
中
で
き
全
力
を
注
ぐ
こ
と
が

可
能
な
装
置
だ
と
し
て
、「
歯
科
医

院
で
作
る
、
口
の
中
で
安
定
し
異
物

感
の
少
な
い
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
を
装
着
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
た
。

　

県
ス
ポ
ー
ツ
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
協
議

会
と
し
て
は
、今
後
も
ア
マ
チ
ュ
ア
・

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
に
対
し
て
歯
科
医

学
的
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

久
し
ぶ
り
に
週
刊
誌
に
登
場
し
て

し
ま
っ
た
。「
週
刊
新
潮
」
に
掲
載

さ
れ
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

首
相
や
閣
僚
の
外
遊
に
対
す
る
批
判

記
事
の
中
で
、
首
相
の
海
外
訪
間
に

同
行
す
る
私
の
「
ト
リ
セ
ツ
」
な
る

も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
今

回
の
岸
田
文
雄
首
相
の
フ
ラ
ン
ス
・

ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ
グ
ア
イ
訪
問
に
お

い
て
、
私
が
外
務
省
か
ら
特
別
待
遇

を
受
け
て
い
た
と
い
う
も
の
だ
。

　

同
誌
に
よ
る
と
、
訪
問
先
で
公
式

日
程
の
参
加
予
定
が
な
い
場
合
は
大

使
館
員
が
私
の
世
話
を
し
な
い
と
い

け
な
い
と
か
、
喫
煙
所
の
案
内
が
必

要
と
か
、
外
務
省
が
私
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、

事
実
と
は
違
う
。
掲
載
前
に
き
ち
ん

と
取
材
に
来
て
、
私
が
否
定
し
た
コ

メ
ン
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
、

良
心
的
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の

結
果
、
批
判
記
事
と
し
て
は
尻
す
ぼ

み
で
、
主
張
が
ぼ
や
け
た
も
の
に
な

っ
て
い
た
。

　

首
相
の
外
遊
を
叩
き
た
い
と
い
う

意
図
に
沿
っ
て
無
理
に
材
料
を
そ
ろ

え
よ
う
と
し
て
も
、
事
実
が
な
い
か

ら
ど
う
し
て
も
内
容
が
薄
く
な
る
。

記
事
内
で
は
、「
岸
田
首
相
は
存
在

感
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
」「
相
手

国
に
は
望
ま
れ
ぬ
外
遊
」
な
ど
と
、

外
遊
の
成
果
を
否
定
し
て
い
た
が
、

実
際
に
は
、今
回
も
「
外
交
の
岸
田
」

の
実
力
を
十
分
に
見
せ
て
い
た
の
だ

か
ら
、
週
刊
誌
も
つ
ら
い
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
フ
ラ
ン
ス
。
О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
閣

僚
理
事
会
へ
の
出
席
が
主
な
目
的
だ

っ
た
。
О
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
60
周
年
に
あ

た
る
今
年
、
日
本
は
10
年
ぶ
り
に
理

事
会
の
議
長
国
を
務
め
て
い
る
。
理

事
会
開
会
式
で
は
、
岸
田
首
相
が
基

調
演
説
を
行
う
と
と
も
に
、
О
Ｅ
Ｃ

Ｄ
東
南
ア
ジ
ア
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｐ
）
10
周
年
記
念
式
典

に
出
席
し
た
。
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
と

の
日
仏
首
脳
会
談
で
は
、「
日
仏
部

隊
間
協
力
円
滑
化
協
定
（
Ｒ
Ａ
Ａ
）」

の
交
渉
開
始
に
合
意
し
た
ほ
か
重
要

鉱
物
分
野
の
協
力
に
関
す
る
「
日
仏

共
同
声
明
」
の
署
名
、「
日
仏
高
速

炉
開
発
協
力
に
関
す
る
一
般
取
決

め
」
の
更
新
と
い
っ
た
重
要
な
テ
ー

マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
の
日
程
を
終
え
る
と
、

今
度
は
南
半
球
に
移
動
。
ブ
ラ
ジ
ル

で
も
、
首
脳
会
談
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

学
で
の
ス
ピ
ー
チ
、
日
・
ブ
ラ
ジ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
出
席
、
日
系

社
会
歓
迎
式
典
出
席
等
盛
り
だ
く
さ

ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
。

　

ル
ー
ラ
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
で

の
議
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
特

に
環
境
・
気
候
変
動
や
持
続
可
能
な

開
発
に
関
す
る
協
力
の
進
展
を
紹
介

し
た
い
。「
日
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
グ
リ

ー
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）」
を
立
ち

上
げ
た
ほ
か
、
日
本
は
ア
マ
ゾ
ン
の

森
林
破
壊
の
防
止
を
重
視
し
、
こ
れ

ま
で
も
、
ア
マ
ゾ
ン
の
違
法
伐
採
対

策
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
推
進
す
る
劣
化

農
地
改
良
事
業
な
ど
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
に
向
け
協
力
を
表
明
。
ま

た
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
有
す
る
バ
イ
オ
燃
料
・
合
成
燃

料
な
ど
の
脱
炭
素
燃
料
と
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
日
本
の
高
性

能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
機
器
を
組
み
合
わ

せ
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
を
め
ざ
す
新
た
な
国
際
枠
組
み

と
し
て
Ｉ
Ｓ
Ｆ
Ｍ（
ア
イ
ス
フ
ァ
ム
）

も
立
ち
上
げ
た
。

　

個
人
的
に
は
日
系
社
会
の
式
典

で
、
２
０
０
４
年
に
小
泉
元
首
相
が

ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
た
際
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
日
系
企
業
の
経

営
者
と
の
再
会
が
う
れ
し
か
っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
社
会
は
、
世
界

最
大
の
規
模
で
、
人
口
は
ブ
ラ
ジ
ル

全
人
口
の
約
１
％
だ
が
、
経
済
規
模

は
約
１
割
に
も
及
ぶ
ら
し
い
。
大
変

な
苦
労
の
末
、
現
地
で
成
功
し
た

方
々
に
は
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い

だ
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
ペ
ニ
ャ
大

統
領
も
出
席
し
て
行
わ
れ
た
「
日
・

パ
ラ
グ
ア
イ
・
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
今
回
も
岸
田
首

相
の
外
遊
は
大
成
功
だ
っ
た
の
だ

が
、
例
に
よ
っ
て
支
持
率
上
昇
に
は

つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
何
を
や
っ
て

も
評
価
し
な
い
メ
デ
ィ
ア
の
姿
勢
に

も
問
題
は
あ
る
と
思
う
が
、
や
は
り

「
外
交
の
岸
田
」
に
は
も
っ
と
挑
戦

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
の
対

応
。
首
相
直
轄
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
協
議

を
め
ざ
す
と
宣
言
し
て
約
１
年
。
そ

ろ
そ
ろ
目
に
見
え
る
進
展
が
欲
し
い

と
こ
ろ
だ
。
も
う
一
つ
岸
田
首
相
に

期
待
し
た
い
の
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
紛
争
の
調
停
役
だ
。
G
７
の

中
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
的
支

援
を
し
て
い
な
い
日
本
の
首
相
こ
そ

が
、
調
停
役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と

思
う
。
こ
れ
は
夢
物
語
で
は
な
い
。

岸
田
首
相
な
ら
、
き
っ
と
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。
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６
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」
と
い
う
こ
と
で
、
本

年
も
「
歯
を
見
せ
て 

笑
え
る
今
を 

未
来
に
も
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

各
地
の
歯
科
医
師
会
な
ど
が
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

歴
史
を
遡
れ
ば
、
１
９
２
８
年
に

日
本
歯
科
医
師
会
が
「
６
（
む
）
４

（
し
）
に
ち
な
ん
で
「
虫
歯
予
防
デ

ー
」
を
実
施
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

戦
時
中
の
中
断
は
あ
っ
た
が
、「
口

腔
衛
生
週
間
」、「
歯
の
衛
生
週
間
」、

２
０
１
３
年
か
ら
は
現
在
の

名
称
で
、
口
腔
衛
生
の
啓
蒙

活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
て
い

る
。

　

類
似
の
も
の
と
し
て
、
３

月
３
日
は
「
耳
の
日
」、
８

月
７
日
は
「
鼻
の
日
」、
10

月
10
日
は「
目
の
愛
護
デ
ー
」

（
語
呂
合
わ
せ
で
は
な
い
。

一
〇
一
〇
を
２
行
書
き
す
る

と
眉
毛
と
目
の
形
に
な
る
）

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

領
域
で
の
健
康
の
重
要
性
を

呼
び
か
け
る
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
。「
虫
歯
予
防
デ
ー
」

は
そ
れ
ら
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。

　

今
年
も
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
親

と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」、

「
歯
に
良
い
料
理
の
試
食
」、
動
物
園

の
カ
バ
の
歯
磨
き
…
と
い
っ
た
行
事

が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
全
国
各
地
か

ら
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
た
。

　

名
古
屋
市
千
種
区
で
は
、
本
学
Ｏ

Ｂ
の
糸
山 

暁
先
生
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
を
進
め
ら
れ
て
き
た
、
千
種

区
歯
科
医
師
会
と
千
種
保
健
セ
ン
タ

ー
共
催
「
令
和
６
年
度 

歯
と
口
の

１
日
健
康
セ
ン
タ
ー
」
が
、
歯
科
衛

生
士
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
た
ち
の

活
躍
も
あ
っ
て
大
盛
況
と
な
っ
た
と

の
こ
と
だ
。

　

こ
う
し
た
行
事
も
目
的
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
「
歯
科
疾
患
の
予
防
に

関
す
る
啓
発
活
動
」
で
あ
り
、
口
腔

衛
生
思
想
の
普
及
に
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、昔
の
歯
科
医
師
の
中
に
は
、

本
気
で
ム
シ
歯
を
減
ら
そ
う
と
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
人
も
い
た
よ
う
だ
。

　

と
い
う
の
は
、
か
つ
て
「
ム
シ
歯

の
洪
水
」
と
苦
闘
し
て
い
た
筆
者
に

は
、
歯
科
医
師
会
の
エ
ラ
イ
さ
ん
か

ら
「
オ
レ
た
ち
の
メ
シ
の
種
の
ム
シ

歯
が
あ
ん
ま
り
減
っ
て
し
ま
っ
て
も

困
る
ん
だ
よ
ね
」
な
ど
と
、
地
域
で

の
予
防
活
動
を
妨
害
さ
れ
た
苦
い
思

い
出
が
、
い
く
つ
か
あ
る
か
ら
な
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
は
歯
科
診
療
の
経
済
的
な
評

価
（
保
険
点
数
）
が
狭
い
意
味
で
の

治
療
、
と
り
わ
け
修
復
物
や
補
綴
物

を
偏
重
し
て
、
保
健
指
導
や
予
防
処

置
へ
の
評
価
を
怠
っ
て
き
た

こ
と
の
反
映
で
も
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
識

あ
る
多
く
の
歯
科
医
師
は
こ

う
し
た
啓
発
活
動
を
展
開
し

て
、
口
腔
衛
生
思
想
の
普
及

に
努
め
、
各
種
の
予
防
処
置

や
口
腔
清
掃
習
慣
、
定
期
検

診
の
定
着
な
ど
を
実
現
さ
せ

て
き
た
。

　

半
世
紀
前
の
「
ム
シ
歯
の

洪
水
」
を
駆
逐
し
て
、
今
や

子
ど
も
の
歯
の
健
康
を
「
世

界
一
」
と
誇
れ
る
ま
で
に
な

っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
日
本
の
歯
科

医
療
関
係
者
の
努
力
の
結
果
な
の
で

あ
る
。

　

大
戦
後
の
結
核
が
日
本
人
の
国

民
病
で
最
大
死
因
で
あ
っ
た
時
代

の
「
結
核
予
防
運
動
」
に
日
本
結
核

病
学
会
の
専
門
医
の
先
生
た
ち
が
先

頭
に
立
っ
て
奮
闘
さ
れ
、
見
事
に
そ

の
脅
威
を
一
掃
さ
せ
た
事
実
と
同
様

に
、
世
界
の
医
学
医
療
史
に
特
別
大

書
さ
れ
る
べ
き
事
実
と
言
え
よ
う
。

　

今
こ
そ
胸
を
張
っ
て
言
え
る
。
地

域
で
の
口
腔
衛
生
の
普
及
活
動
は
、

歯
科
医
師
の
「
メ
シ
の
種
」
を
減
ら

す
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歯
科
受

診
を
促
す
営
業
活
動
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

新しい歯科医療を求めて 1

外
遊
の
成
功
に
思
う
。
岸
田
首
相
は
今
こ
そ
大
勝
負
の
時
だ

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
常
務
理
事
　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲
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２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
、
決
算
等
を
承
認

　

学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
の
第
２
１
０
回
理
事
会
お
よ
び
第
１
５
１
・
１
５
２
回
評
議

員
会
が
５
月
30
日
（
木
）、
創
立
30
年
記
念
棟
３
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
３
年
度

事
業
報
告
ほ
か
各
議
案
を
審
議
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

令和 5 年度資金収支計算書および令和 6 年度予算書
（令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日）� （令和 6年 4月 1日～令和 7年 3月 31日）

（単位　　円）

　収　入　の　部
科　　　　　目 令和 5年度決算 令和 6年度予算

学生生徒等納付金収入 2,129,299,700 2,155,000,000
手数料収入 19,215,684 18,500,000
寄付金収入 25,460,000 8,000,000
補助金収入 219,364,095 230,000,000
資産売却収入 1,664,245,496 0
付随事業・収益事業収入 1,643,078,791 1,700,000,000
受取利息・配当金収入 92,706,946 329,560,000
雑収入 72,759,501 67,000,000
借入金等収入 0 0
前受金収入 254,302,500 197,400,000
その他の収入 1,249,808,545 1,291,457,000
資金収入調整勘定 △�440,310,895 △�430,118,000
前年度繰越支払資金 2,587,419,104 1,628,890,454

収入の部合計 9,517,349,467 7,195,689,454

　支　出　の　部
科　　　　　目 令和 5年度決算 令和 6年度予算

人件費支出 2,451,428,734 2,510,000,000
教育研究経費支出 1,475,962,129 1,557,000,000
管理経費支出 733,138,241 906,000,000
借入金等利息支出 5,124,911 4,210,046
借入金等返済支出 0 0
施設関係支出 106,881,454 520,000,000
設備関係支出 176,229,932 706,000,000
資産運用支出 2,000,001,052 0
その他の支出 1,511,876,621 1,303,072,000

　〔予備費〕
資金支出調整勘定 △�329,370,388 △�765,671,000

翌年度繰越支払資金 1,386,076,781 455,078,408

支出の部合計 9,517,349,467 7,195,689,454

貸 借 対 照 表
令和 6年 3月 31日

（単位　　円）

　資　産　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定資産 14,087,712,756 13,807,355,439
有形固定資産 12,310,247,244 12,674,612,531

土　地 3,908,075,598 3,908,075,598
建　物 6,209,211,351 6,471,786,881
その他の有形固定資産 2,192,960,295 2,294,750,052

特定資産 105,669,965 105,668,913
その他の固定資産 1,671,795,547 1,027,073,995

有価証券 1,513,638,504 872,145,200
長期貸付金他 158,157,043 154,928,795

　流動資産 1,715,601,967 2,938,408,061
現金預金 1,386,076,781 2,587,419,104
その他の流動資産 329,525,186 350,988,957
資産の部合計 15,803,314,723 16,745,763,500

　負　債　の　部
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　固定負債 1,052,694,556 1,111,726,876
　流動負債 902,472,494 968,881,034

負債の部合計 1,955,167,050 2,080,607,910

　純　資　産　の　部�
科　　　　　目 本年度末 前年度末

　基本金 41,181,057,954 40,958,379,200
　繰越収支差額 △�27,332,910,281 △�26,293,223,610
　純資産の部合計 13,848,147,673 14,665,155,590

負債及び純資産の部合計 15,803,314,723 16,745,763,500

理事会報告
【
会
議
事
項
】

１
．
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

２
．
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
決

算
に
つ
い
て

３
．
寄
附
金
品
の
受
納
に
つ
い
て

４
．
新
・
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学

寄
附
行
為
（
案
）
に
つ
い
て

５
．
学
校
法
人
松
本
歯
科
大
学
諸
規

程
の
一
部
改
正
等
に
つ
い
て

【
２
０
２
３
年
度
事
業
報
告
概
要
】

〈
Ⅰ
．
教
育
・
研
究
〉

１
．
歯
学
部

①
歯
学
部
教
育
の
質
の
保
証
と
向
上

　

・
進
級
判
定
、
卒
業
判
定
と
も
に

判
定
基
準
を
明
確
に
し
、
厳
格

な
成
績
判
定
を
実
施
し
た
。

　

・
学
生
生
活
満
足
度
調
査
に
つ
い

て
は
、
年
１
回
実
施
し
、
学
生

生
活
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
に
努
め
た
。
調
査
結
果
は
教

授
会
で
周
知
す
る
と
と
も
に

職
員
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
公

表
し
大
学
環
境
の
改
善
等
に

向
け
た
基
礎
資
料
と
し
た
。

　

・
各
学
年
に
学
年
主
任
と
補
佐
を

５
～
７
人
程
配
置
し
、
修
学
状

況
の
把
握
、
学
習
及
び
学
生
生

活
の
相
談
に
応
じ
、
サ
ポ
ー
ト

し
た
。
ま
た
、
科
目
・
授
業
担

当
者
に
は
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー

の
設
定
を
義
務
付
け
、
授
業
等

の
質
問
に
個
別
に
対
応
し
た
。

　

・
学
生
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
授
業

資
料
や
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
テ
ス
ト

の
問
題･

正
答
を
掲
載
し
、
４

～
６
年
生
に
対
し
て
は
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
端
末
を
用
い
た
学

習
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
た
。

　

・
Ｆ
Ｄ
を
２
回
開
催
し
、
教
員
の

教
育
力
の
強
化
に
努
め
た
。

②
退
学
者
、
除
籍
者
の
低
減

　

・
授
業
理
解
度
を
深
め
る
た
め
シ

ラ
バ
ス
に
明
記
し
て
周
知
し
、

学
生
か
ら
の
質
問
等
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

・
学
生
相
談
室
に
非
常
勤
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
月
２
～

３
回
、
１
回
あ
た
り
２
時
間
、

年
21
回
実
施
し
、
様
々
な
心
理

的
問
題
に
対
応
し
た
。
ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
学
生
部
長
、
保

健
師
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
学
事

室
の
間
で
情
報
交
換
を
行
い

諸
問
題
に
対
応
し
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
内
で
の
卒
業
率

の
向
上

　

・
学
生
、
保
護
者
に
対
し
学
年
主

任
・
補
佐
を
中
心
と
し
た
面
談

を
実
施
し
、
学
生
生
活
や
学
習

方
法
に
関
す
る
助
言
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
科
目
担
当
者

と
の
面
談
も
実
施
し
た
。

　

④
現
役
学
生
の
歯
科
医
師
国
家
試

験
合
格
率
の
向
上

　

・
厳
格
な
成
績
判
定
、
学
年
主
任

制
度
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
強
化
等
、
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
の
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
整

備
に
よ
り
、
第
１
１
６
回
歯
科

医
師
国
家
試
験
の
現
役
学
生

（
新
卒
）
の
合
格
者
は
54
人
、

合
格
率
90・２
％
を
達
成
し
た
。

２
．
大
学
院
歯
学
独
立
研
究
科
・
総

合
歯
科
医
学
研
究
所

①
大
学
院
入
学
定
員
充
足
率
向
上

　

・
大
学
院
学
生
募
集
要
項
と
願
書

等
の
出
願
書
類
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

を
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
効
率
化
を
図
っ
た
。

　

・
歯
学
部
６
年
生
と
臨
床
研
修
歯

科
医
に
対
し
、
６
月
に
大
学
院

説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

・
２
０
２
３
年
度
に
実
施
し
た
入

試
に
よ
る
入
学
者
は
、
秋
期
選

抜
が
２
人
、
２
０
２
４
年
度
春

期
入
学
が
14
人
で
あ
っ
た
。

②
大
学
院
教
育
の
実
質
化

　

・
研
究
の
初
期･

中
間･

最
終

時
に
研
究
の
進
捗
状
況
に
合

っ
た
発
表
会
を
設
定
し
、
研
究

に
対
す
る
評
価
、
助
言
、
意
見

等
交
換
す
る
機
会
を
設
定
し
、

中
間
発
表
会
、
大
学
院
研
究
科

発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

③
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
授
与

の
促
進

　

・
大
学
院
生
の
指
導
は
、
複
数
教

員
指
導
体
制
と
し
、
主
指
導
教

員
は
学
位
論
文
の
作
成
着
手
か

ら
完
成
に
至
る
ま
で
の
研
究
指

導
の
主
体
的
任
務
を
果
た
し
た
。

④
大
学
教
員
、
研
究
者
の
養
成

　

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
大
学
院
学
生
１
人
を

採
用
し
、
教
育
・
研
究
指
導
者

と
な
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
機
会
を
提
供
し
、
経
済
的
な

支
援
を
行
っ
た
。

⑤
学
位
授
与
状
況

　

・
標
準
修
業
年
限
で
の
学
位
取
得

は
９
人
、
論
文
提
出
に
よ
る
学

位
取
得
者
は
い
な
か
っ
た
。

３
．
松
本
歯
科
大
学
衛
生
学
院

　

①
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
歯

科
衛
生
士
の
育
成

　

・
第
１
学
年
よ
り
医
療
従
事
者
の

心
構
え
を
涵
養
し
、
戴
帽
式
、

登
院
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
医
療
人
と
し
て
の

自
覚
、
責
任
を
認
識
さ
せ
た
。

　

・
実
習
先
の
臨
床
実
習
指
導
者
（
歯

科
衛
生
士
）
と
実
習
生
連
絡
協

議
会
を
３
回
開
催
し
、
実
習
生

の
積
極
的
な
診
療
参
加
の
た

め
の
指
導
体
制
を
整
備
し
た
。

②
授
業
内
容
の
改
善

　

・
授
業
の
配
当
時
間
等
に
つ
い
て

見
直
し
を
行
い
、
２
０
２
４
年

度
に
一
部
履
修
基
準
表
の
変
更

承
認
申
請
を
す
る
事
と
し
た
。

③
入
学
定
員
増
・
収
容
定
員
増
に

係
る
申
請
、
届
出

　

・
定
員
増
に
伴
う
歯
科
衛
生
士
養

成
所
校
舎
変
更
計
画
書
（
提
出

期
限
３
月
末
）
を
２
０
２
３
年

２
月
14
日
に
長
野
県
に
提
出

し
、
６
月
19
日
付
け
で
関
連
規

則
等
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
旨
の
通
知
を
受
け
た
。

　

・
変
更
承
認
申
請
書
の
審
査
に
係

る
実
地
調
査
が
２
０
２
３
年

12
月
 15 
日
に
行
わ
れ
、
２
０
２

４
年
１
月
15
日
付
で
長
野
県

知
事
よ
り
承
認
を
受
け
た
。

④
入
学
定
員
の
確
保
と
優
秀
な

入
学
者
の
確
保

　

・
企
業
主
催
の
進
学
相
談
会
に
34

回
参
加
し
、
高
校
で
の
進
学
相

談
会
は
20
会
場
で
行
い
、
参
加

者
は
１
３
１
人
で
あ
っ
た
。

　

・
一
日
体
験
入
学
に
つ
い
て
は
、

３
回
開
催
し
た
。

　

・
２
０
２
４
年
度
入
試
の
募
集
定

員
は
１
０
０
人
で
、
全
５
回
入

試
を
行
い
、
入
学
定
員
充
足
率

は
84
％
で
あ
っ
た
。

〈
Ⅱ
．
病
院
・
診
療
〉

１
．
病
院

⑴
歯
科
部
門

　

・
医
師
、
歯
科
医
師
の
認
定
医
、

指
導
医
、
専
門
医
に
つ
い
て
取

得
状
況
調
査
を
行
い
、
診
療
科

長
に
つ
い
て
は
、
病
院
入
り
口

の
診
療
科
案
内
に
記
載
し
た
。

　

・
歯
科
衛
生
士
の
業
務
効
率
化
、

安
全
性
及
び
収
益
の
向
上
を

図
る
為
に
、ク
ラ
ー
ク
と
消
毒
・

滅
菌
専
従
ス
タ
ッ
フ
を
導
入

し
、
歯
科
衛
生
士
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
へ
と
繋
げ
た
。

　

・
県
立
こ
ど
も
病
院
の
入
院
患
者

へ
の
歯
科
検
診
を
開
始
し
、
訪

問
診
療
及
び
外
部
施
設
に
お

け
る
入
所
者
へ
の
口
腔
衛
生

管
理
指
導
の
充
実
を
目
指
し
、

新
た
に
県
立
こ
ど
も
病
院
、
一

之
瀬
脳
神
経
外
科
病
院
へ
の

訪
問
診
療
の
体
制
を
構
築
し
た
。

⑵
医
科
部
門

　

・
病
院
長
、
副
病
院
長
、
事
務
長

と
各
診
療
科
長
が
診
療
収
入
、

支
出
の
見
直
し
検
討
を
行
い
、

前
年
と
比
較
し
て
経
費
率
の

改
善
を
計
っ
た
。

　

・
健
診
セ
ン
タ
ー
受
診
者
数
の
増

加
の
た
め
の
改
革
案
を
作
成

し
施
設
、人
員
の
調
整
を
行
い
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、

病
院
内
や
院
外
に
配
布
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
情
報
を
発
信
し
た
。

２
．
診
療

　

・
病
院
全
体
の
患
者
数
は
前
年
度

比
０
・
７
％
増
、
診
療
実
績
は

前
年
度
比
5・０
％
増
と
な
っ
た
。

〈
Ⅲ
．
管
理
・
運
営
〉

⑴
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理

　

・
安
全
面
に
配
慮
し
、
必
要
な
も

の
か
ら
工
事
・
修
繕
を
行
っ
た
。

　

・
節
電
対
策
と
し
て
、
実
習
館
１

階
、
30
年
記
念
棟
２
階
廊
下
、

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
へ
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
工
事
を
行
っ
た
。

　

・
２
０
２
２
年
か
ら
太
陽
光
発
電

に
よ
る
電
力
自
給
が
開
始
さ

れ
、
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
電
力
自
給
を
含
め
、

前
年
度
比
よ
り
８
・
３
％
の
削

減
と
な
っ
た
。

⑵
図
書
館

　

・
日
本
医
学
図
書
館
協
会
北
信
越

地
区
会
研
修
会
を
当
番
館
と

し
て
開
催
し
、
外
国
雑
誌
の
現

状
と
今
後
の
動
向
分
析
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

・
外
国
雑
誌
の
契
約
、
提
供
方
法

等
学
内
外
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
広
報
を
行
っ
た
。

九
州
大
学
大
学
院
・
中
村
誠
司
特
任
教
授

「Ｉ
ｇ
Ｇ
４
関
連
疾
患
の
病
態
解
明
に
つ
い
て
」
講
演

大学院セミナー
　

３
月
26
日
（
火
）、
総
合
歯
科
医

学
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
お
い

て
、
第
４
２
３
回
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
九
州
大
学
大
学
院
歯
学

研
究
院
特
任
教
授
の
中
村
誠
司
先
生

を
お
迎
え
し
、「IgG4

関
連
疾
患
の

病
態
解
明
を
目
指
し
た
免
疫
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演

い
た
だ
い
た
。

　

IgG4

関
連
疾
患
は
、
高IgG4

血

症
と
病
変
部
へ
の
著
名
なIgG4

陽

性
形
質
細
胞
浸
潤
を
特
徴
と
す
る

疾
患
で
、
本
学
の
川 

茂
幸
特
任
教

授
に
よ
る
自
己
免
疫
性
膵
炎
で
高

IgG4

血
症
が
見
ら
れ
た
と
い
う
発

見
に
端
を
発
す
る
、
わ
が
国
か
ら
発

信
さ
れ
た
新
し
い
疾
患
概
念
で
あ

る
。
中
村
先
生
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
臨
床
的
・

免
疫
学
的
研
究
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た

経
緯
か
ら
、IgG4

関
連
疾
患
と
シ

ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
比
較
研
究

の
観
点
か
ら
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

IgG4

関
連
疾
患
の
罹
患
臓
器
の
一

つ
で
あ
る
唾
液
腺
に
浸
潤
す
る
免
疫

細
胞
の
シ
ン
グ
ル
セ
ル
解
析
に
よ
る

発
現
遺
伝
子
の
解
析
、
パ
ス
ウ
ェ
イ

解
析
に
よ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
・
細
胞

レ
セ
プ
タ
ー
シ
グ
ナ
ル
の
網
羅
的
解

析
、
Ｔ
細
胞
レ
セ
プ
タ
ー
の
レ
パ
ト

ア
解
析
、
唾
液
腺
に
浸
潤
す
る
細
胞

の
網
羅
的
定
量
解
析
等
か
ら
、
シ
ェ

ー
グ
レ
ン
症
候
群
と
異
な
りIgG4

関
連
疾
患
の
発
症
機
構
に
はM

2

マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
お
よ
び
同
細
胞
に
発

現
す
るTLR7

が
重
要
な
役
割
を
示

す
疾
患
モ
デ
ル
を
提
唱
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
結
果
は
、
シ
ェ
ー

グ
レ
ン
症
候
群
は
自
己
免
疫
疾
患
で

あ
る
が
、IgG4

関
連
疾
患
は
感
染

症
ま
た
は
ア
レ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
あ

る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
を
支
持
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
中
村
先
生
か
らIgG4

関

連
疾
患
の
発
症
に
関
す
る
詳
細
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
、
本
学
に
お
け
る
今
後
の
研
究
に

と
っ
て
非
常
に
有
意
義
な
機
会
を
得

た
。

（
微
生
物
学
講
座　

教
授　

吉
田
明
弘
）

事業報告を説明する廣瀬事務局長（右）

講演する中村特任教授



Campus Today� No. 486, July 1, 2024／page 4

2
日
㈫

　

Ⅱ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

3
日
㈬

　

秋
期
入
学
試
験
（
大
学
院
）

　

塩
尻
警
察
署
安
全
安
心
講
習
会
（
歯
学
部
）

６
日
㈯

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

16
日
㈫
～
26
日
㈮

　

定
期
試
験
（
第
４
学
年
）

19
日
㈮

　

Ｓ
Ｄ
研
修
会

27
日
㈯

　

留
学
生
選
抜
A

　

編
入
学
選
抜
A

　

一
日
体
験
入
学
（
衛
生
学
院
）

28
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

30
日
㈫

　

留
学
生
選
抜
A

　

編
入
学
選
抜
A

　
　

合
格
者
発
表

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報室

www.mdu.ac.jp

一 日 体 験 入 学
① 7月21日㈰    ② 7月28日㈰

③ 8月 1 日㈭　　 ④ 8月 4 日㈰

⑤ 8月18日㈰
※7・8月開催分のみ掲載

開催時間 9：30 ～ 15：00（受付 9：00 ～）
●キャンパスツアー　●ランチ体験
●模擬実習　●入試説明　●進学相談　など

※参加希望の方は、本学ホームページ
　または下記までご連絡ください。

■お問い合わせ■

〔
採
用
〕 

６
月
１
日
付

　

小
林　

博
一 （
准
教
授
（
歯
学
部
整
形
外
科
学
））

　

小
野　

佑
夏 

（
病
棟
看
護
師
室
看
護
師
）

　

馬
留
み
の
り 

（
歯
科
衛
生
士
室
歯
科
衛
生
士  

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）       

）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

桜
の
花
が
満
開
と
な
り
晴
天
に
も

恵
ま
れ
た
４
月
７
日
（
日
）、
令
和

６
年
度
松
本
歯
科
大
学
校
友
会
岐
阜

県
支
部
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
を
、

多
治
見
市
「
日
本
料
理　

澤
千
」
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

多
治
見
市
は
、
美
濃
焼
発
祥
の
地

で
、「
暑
さ
日
本
一
」
を
争
う
く
ら

い
暑
い
街
で
も
あ
り
ま
す
。
タ
ウ
ン

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
う
な
が
っ
ぱ
」

が
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
関
係
で
今
回
は
会
員
の
み

で
は
な
く
、
御
来
賓
を
お
招
き
し
て

の
開
催
と
な
り
昨
年
よ
り
多
い
会
員

21
人
が
県
内
各
地
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。

　

総
会
は
恩
田
眞
司
支
部
長
（
７
期

生
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
太
田
直
哉

会
員
（
４
期
生
）
を
議
長
、
藤
井
健

司
会
員
（
28
期
生
）
を
副
議
長
に
選

出
し
て
報
告
や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

会
計
報
告
の
あ
と
名
簿
作
製
の
件
や

こ
れ
か
ら
の
校
友
会
へ
の
会
員
参

加
・
終
身
会
員
に
つ
い
て
も
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
閉
塞
性
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群　

歯
科
で
の
対
応
」
と
題
し

て
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の

太
田
会
員
（
太
田
歯
科
医
院
院
長
）

は
、「
日
本
睡
眠
学
会
歯
科
専
門
医
」

で
、
日
常
の
診
療
の
中
で
症
例
と
し

て
多
く
は
な
い
「
閉
塞
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
」
に
日
々
取
り
組
ん
で
お

り
、
太
田
会
員
が
こ
の
疾
病
に
関
わ

っ
た
経
緯
・
症
状
・
対
処
方
法
・
装

置
の
作
製
方
法
等
、
興
味
深
い
講
演

内
容
で
し
た
。「
ど
ん
な
質
問
も
お

受
け
す
る
」
と
い
う
演
者
の
熱
い
講

演
に
質
疑
応
答
も
活
発
で
、
自
分
も

取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
会
員
は
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
場
所
を
移
し
て
、
懇
親
会

が
、髙
橋
雅
之
専
務
理
事
（
８
期
生
）

の
司
会
の
も
と
恩
田
支
部
長
の
挨
拶

で
開
会
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
岐
阜
県
歯
科
医
師
会

の
阿
部
義
和
会
長
、
近
藤
万
知
専
務

理
事
、県
歯
連
盟
の
長
瀬
好
和
会
長
、

い
つ
も
懇
意
に
し
て
頂
い
て
い
る
朝

日
大
歯
学
部
同
窓
会
岐
阜
県
支
部
の

前
田
忠
利
会
長
と
役
員
の
先
生
方
、

愛
知
学
院
大
歯
学
部
岐
阜
県
同
窓
会

の
松
原
充
直
副
会
長
と
役
員
の
先
生

方
、
松
歯
大
校
友
会
本
部
よ
り
矢
ヶ

﨑 

雅
会
長
、
原
田
寿
久
専
務
理
事

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
久
し
ぶ
り
に
お
越
し
い
た

だ
い
た
矢
ヶ
﨑
会
長
か
ら
は
歯
科
医

師
国
試
の
結
果
や
観
桜
会
、
大
学
や

ご
本
人
の
近
況
等
に
つ
い
て
お
話
が

あ
り
、
他
の
ご
来
賓
の
先
生
方
か
ら

も
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
長
瀬
会
長
か
ら
は
、
こ
の
日

は
ご
都
合
で
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か

っ
た
歯
科
医
師
で
も
あ
る
比
嘉
奈
津

美
参
議
院
議
員
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
の
取
組
や

国
民
皆
歯
科
健
診
の
整
備
そ
し
て
来

年
の
選
挙
に
つ
い
て
な
ど
、
あ
た
か

も
対
面
の
講
演
の
よ
う
に
熱
く
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
松
原
副
会
長
の
乾
杯
の
ご

発
声
で
久
し
ぶ
り
の
御
来
賓
を
交
え

た
懇
親
会
が
に
ぎ
や
か
に
始
ま
り
、

お
い
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が

ら
笑
い
声
や
笑
顔
で
包
ま
れ
盛
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

矢
ヶ
﨑
会
長
、
原
田
専
務
理
事
も

同
窓
と
の
再
会
を
と
て
も
楽
し
ん
で

み
え
ま
し
た
。

　

楽
し
い
宴
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
来
年
の
岐
阜
市
で
の
再
会
を
誓

い
つ
つ
小
川
真
奈
副
支
部
長
（
８
期

生
）
の
お
礼
の
言
葉
で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
８
期
生　

髙
橋
雅
之
）

　

４
月
20
日
（
土
）、
松
本
歯
科
大

学
校
友
会
山
梨
県
支
部
第
37
回
定
時

総
会
が
、
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
談

露
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
人
会
員
１
人
を
含
む
合
計
20
人

の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
尾
孝
一
先
生
（
７
期
生
）
司
会

の
元
、支
部
長
の
宮
田
一
彦
先
生（
６

期
生
）
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
議
事
に

お
い
て
は
、
議
長
に
選
出
さ
れ
た
原

俊
先
生
（
２
期
生
）
の
円
滑
な
進
行

に
よ
り
全
て
の
議
案
が
無
事
承
認
を

得
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
新
人
会
員
の
中
村
雄
貴

先
生
（
3
期
生
）
に
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
、
自
己
紹
介
と
今
後
の
抱
負
に

つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

若
い
先
生
が
増
え
、
よ
り
一
層
の

校
友
会
の
維
持
発
展
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
又
、
能
登
半
島
地
震
の
義
援
金

の
議
題
が
上
が
り
、
先
生
方
の
真
剣

な
話
し
合
い
の
後
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
も
、
先
生
方
の
お

か
げ
で
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

（
18
期
生　

中
村 

猛
）

新
教
授
紹
介�

（
２
０
２
４
年
4
月
１
日
付
就
任
）

歯
科
矯
正
学
講
座

教
授
　
川
原
　
良
美

　

こ
の
た
び
、
歯
科
矯
正
学
講
座
教

授
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
重
責
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す

が
、
伝
統
が
あ
り
、
ま
た
自
分
に
と

っ
て
ゆ
か
り
の
深
い
本
大
学
で
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
存
じ

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
自
分
自
身

が
未
熟
で
あ
り
、
成
長
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
学
関
係
者
の

皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き
た
く
存
じ

ま
す
。

　

歯
科
矯
正
学
と
は
、
顎
顔
面
頭
蓋

と
歯
列
に
お
け
る
成
長
発
育
や
加
齢

変
化
を
理
解
し
、不
正
咬
合
を
予
防
・

抑
制
・
回
復
す
る
こ
と
に
よ
り
形
態

と
機
能
の
調
和
と
そ
の
安
定
性
を
は

か
り
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
寄

与
で
き
る
よ
う
な
研
究
と
技
術
を
追

求
す
る
歯
学
の
一
分
野
で
す
。
こ
の

特
有
性
に
よ
り
、
矯
正
歯
科
治
療
は

専
門
的
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
矯
正
歯
科
治
療
を
適
切
に
行
う

た
め
に
、
ま
た
他
の
医
科
・
歯
科
専

門
領
域
と
連
携
し
様
々
な
領
域
の
疾

患
に
対
し
て
総
合
的
な
治
療
を
提
供

す
る
た
め
に
、
講
座
全
体
で
今
後
よ

り
一
層
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

一
方
で
、
歯
科
医
師
は
知
識
・
技

術
の
み
な
ら
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
含
め
た
豊
か
な
人
間
性
を

備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
現
代
社
会
の
急
速
な
変
化
に

対
応
す
る
た
め
の
基
本
と
し
て
ま
す

ま
す
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。
矯
正
歯
科
医
療
を
と
り
ま
く

社
会
で
も
、
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴

い
、
新
た
な
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
る

社
会
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
と
な
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
先
の
読
め
な
い
不
確
実
な
状
況

川原　良美 教授　略歴

1994 年 ３月　日本大学理工学部建築学科卒業
1999 年 ３月　日本歯科大学歯学部卒業
2000 年 ４月　昭和大学歯学部歯科矯正学講座　員外助手（2005 年 3 月まで）
2011 年　4月　松本歯科大学大学院歯学独立研究科　修了　博士（歯学）
2007 年 4 月　松本歯科大学病院育成期口腔診療部門　診療講師 
2018 年 4 月　松本歯科大学歯科矯正学講座　講師 
2019 年 12月　松本歯科大学歯科矯正学講座　准教授
2024 年 4 月　松本歯科大学歯科矯正学講座　教授

の
中
に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
含
め
た
人
と
し
て

の
総
合
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

創
立
者
の
言
葉
「
良
き
歯
科
医
師

と
な
る
前
に
良
き
人
間
た
れ
」、
こ

の
本
学
の
教
育
理
念
を
銘
肝
し
、
ま

ず
は
自
分
自
身
が
勉
強
し
、
学
生
や

医
局
員
と
と
も
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

解
剖
学
講
座

教
授
　
田
所
　
治

　

こ
の
た
び
、
解
剖
学
講
座
教
授
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
学
内
お
よ
び
交
友
の
皆
様

に
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
１
９
９
５
年
に
日
本
大
学
松

戸
歯
学
部
を
卒
業
し
、
１
９
９
９
年

に
同
大
学
院
を
修
了
、
同
年
に
本
学

口
腔
解
剖
学
第
一
講
座
の
助
手
と
し

て
着
任
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
25

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

人
体
解
剖
学
の
教
育
と
研
究
に
取
組

ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

人
体
解
剖
学
は
、
正
常
な
人
体
を

隅
々
ま
で
解
剖
し
、
正
確
な
観
察
に

よ
っ
て
人
体
各
部
を
言
語
化
な
い
し

情
報
化
さ
せ
、
医
学
・
歯
学
の
基
礎

知
識
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
臨
床

に
お
け
る
諸
問
題
の
解
明
に
寄
与
す

る
学
問
、
す
な
わ
ち
、
教
育
と
研
究

が
一
体
化
し
た
学
問
で
す
。
教
材
が

我
々
の
先
輩
の
遺
体
そ
の
も
の
で
あ

る
解
剖
学
実
習
に
は
、
教
員
と
し
て

だ
け
で
な
く
一
学
生
と
し
て
常
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
新
た
な
知
見
が
得

ら
れ
た
際
に
は
学
生
諸
君
を
巻
き
込

ん
で
学
会
発
表
や
論
文
発
表
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
・

発
展
さ
せ
て
、
リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド

と
病
人
・
他
者
へ
の
共
感
と
思
い
や

り
を
兼
ね
備
え
た
真
の
歯
科
医
師
の

育
成
に
微
力
な
が
ら
尽
く
す
所
存
で

す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

田所　治 教授　略歴

1995 年 ３月　日本大学松戸歯学部卒業
1997 年12 月　ノルウェ－王国・University of Bergen 医学部解剖学・

細胞生物学講座　留学
1999 年 ３月　日本大学大学院　修了　博士（歯学）
1999 年 4 月　松本歯科大学口腔解剖学第一講座　助手 
2001 年 11 月　松本歯科大学口腔解剖学第一講座　講師 
2013 年 11 月　松本歯科大学口腔解剖学第一講座　准教授
2024 年 ４月　松本歯科大学解剖学講座　教授　献体登録（第 819 号）
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杉
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雅
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務
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経
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室
課
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兼
務
）

　

和
田　

恵
子 

（ 

法
人
（
Ｉ
Ｔ
室
）
主
任
兼
務
）

川原 良美 教授

田所 治 教授

会の一層の発展に期待

第37回定時総会報告

山梨県支部

太田直哉先生が
「睡眠時無呼吸症候群」について講演

岐阜県支部

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

ビデオメッセージを見る岐阜県支部の先生たち

山梨県支部の先生たち


